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球 状 黒 鉛 鋳 鉄 の 強 敵 化

- オーステンパー処理の実際-
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球状黒鉛鋳鉄 (ダクタイル鋳鉄)をオーステンパー処理して基地をベイナイ

トにすると,強度と敵性が共に高く耐摩耗性も良いという非常に優れた性質

が得られ,近年注目を浴びている.ここでは,この球状黒鉛鋳鉄のオーステ

ンパー処理の実際と,それが部品の諸性質に及ぼす影響などについて述べる.

1. は じ め に

球状黒鉛鋳鉄の強さと伸び･衝撃値の向上をめざして,

すなわちよりいっそう強靭化するために,各種熱処理や

合金元素添加によって基地組織を変化させることが検討

されている.

ここでは球状黒鉛鋳鉄の種々の強敵化方法1~3)の中か

ら,オーステンパー (austemper等温変態)処理によっ

て基地組織をベイナイト化して強靭な球状黒鉛鋳鉄を得

る方法について概説する.

Ni･Moを含むベイナイト地の片状黒鉛鋳鉄は,第2

次大戦前,すなわち球状黒鉛鋳鉄の発明以前から知られ

ており,アシキュラー鋳鉄と呼ばれている.たとえば2%

Ni,0.5%Mo添加の片状黒鉛鋳鉄は鋳放してベイナイ

ト地となり70kgf/mm2の引張り強さを有している.4)

球状黒鉛鋳鉄のオーステンパー処理に関しても,過去

30年以上にわたって数多くの研究がなされ,この処理法

によって基地組織が強化され,高強度でしかもある程度

の軟性と硬さ等を合わせもつものが得られることは古く

から知られていた.

しかし,このベイナイト地球状黒鉛鋳鉄が比較的広く

実用されるようになったのは新しく,鋼の鍛造品に代わ

って厳しい使用条件に耐えうる鋳造品への要求の高まっ

てきた1970年代半ばからである.この時期に,中国,5)栄

国GM社6)で自動車用のリングギア,ピニオンギアが鋼
の鍛造品に代わってベイナイト地球状黒鉛鋳鉄が用いら

れるようになった.また残留オーステナイトに注目し,

それとベイナイトの混合組織を有する強靭な球状黒鉛鋳

秩 (キメナイトKymeniteと呼ばれる)を得る方法がフ

ィンランドで開発されている.7)もちろん我国において

も実用化のための基礎データの蓄積と一部実用化 (揚重
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磯のチエンスプロケット)が進められた.8)

オーステンパー処理用の球状黒鉛鋳鉄に対しては,過

常,Ni･Mo等の高価な合金元素を添加することが多い

が,肉厚の薄い部品の場合(25mm¢以下)には,特別な

添加元素のない普通の球状黒鉛鋳鉄であるFCD45(引張

り強さ45kgf/mm2以上,耐力29kgf/mm2以上 伸び

10%以上というJIS規格)相当のものからも十分に強敵
なベ イナイ ト地球状黒鉛鋳鉄(引張 り強 さ117

kgf/mm2,耐力72kgf/mm2,伸び12%)が得られる8)

ことは注目に値する.

本報では,このような球状黒鉛鋳鉄のオーステンパー

処理の条件とその材質についてできるだけ具体的に解説

してみたい.

2.オーステンパー処理の概略

オーステンパー処理は次の4段階から成っている (図

1参照).

(1) オーステナイト化加熱.

(2) 塩浴 (ソルトバスsaltbath)中に急冷 (図1の

(a)-(b)).

(3) 塩浴中で所定の時間保持.この間に等温変態が

進行 (図1の(b)-(C)).

(4) 塩浴より取り出し室温に冷却.
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図1 オーステンパー処理の概略






















